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忘れてはいけないこと！ ～“コロナ禍”の教訓から～ 
コロナ禍、校長室の壁に貼り続けていたポスターがあります。それは、令和３年４月に丹

波篠山市から配布された「コロナ禍を、共に乗り越えよう！」共同宣言ポスターです。 

今年の大掃除の際に、「もういいか。」と思って外したのですが、改めて読み返してみる

と、何とも複雑な心境になりました。なぜなら、人として本来あるべき当然の姿が、多くの

諸団体の共同宣言として記載されていたからです。 

日常を取り戻した今なら、なぜ、こんな当たり前のことを宣言しなければならないのか、

と疑問に思う人もいるかもしれません。でも、３年前は、この共同宣言が必要だったのだと

思います。（裏面、「共同宣言ポスター」） 
 
阪神淡路大震災のときもそうでしたが、人は非常事態に遭遇すると、冷静さを失い、弱さ

や醜さをさらけ出してしまいます。そして、他人を否定したり自己中心的になったり、モラ

ルを見失ってしまいます。 

きっと、今なら冷静に読めるこの共同宣言も、３年前は素直に受け入れられなかった人も

いたかもしれません。 
 
さて、この一年を振り返って、学校現場で一番大きかった出来事は、やはり新型コロナウ

イルス感染症が５類に移行されたことです。法的な規制が無くなったことで、コロナ禍前の

様々な教育活動を再開することになり、保護者・地域・学校関係者の皆様にも多大なるご理

解とご支援をいただきました。 

お陰様で、学校行事をはじめ、ＰＴＡや地域行事なども、形式を変えながらではありまし

たが、ほぼコロナ禍前の状態に戻ってきています。 
 
人類がウイルスに立ち向かうノウハウを身につけたことで、私たちは、少し先の社会まで

見通しが持てるようになりました。本校でも、ようやく大きな混乱や不安なく教育活動を行

えるようになってきています。でも、３年前、人として当然あるべき姿を、敢えて“オール

丹波篠山”で宣言しなければならなかったコロナ禍の状況を振り返るとき、今の日常が、当

たり前の日常ではなく、多くの人々の甚大な犠牲の上に成り立っているということを、私た

ちは、決して忘れてはいけないと思うのです。 

そして、この先、万一非常事態に遭遇した際には、 

「共助」の心を失うことなく、人としてあるべき 

行いができるよう、日頃からの備え（準備）を大 

切にしたいと強く感じています。  
 
震災やコロナ禍で得た多くの教訓を、必ずこれ 

からの教育活動や学校運営に生かしていきます。 

               【３年前、無観客の中で自分の役を演じる 

子どもたち（ささよう発表会にて）】 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「オール丹波篠山」で取り組めば、どんな非常事態をも乗り越えていけるということを 
実感しました。そして、思いました。非常時だけでなく、平時から「オール丹波篠山」 
で取り組めば、どんな難題でも解決できるのではと。 


